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２０２７年度大学入試の基礎知識 
3年生進級前のこの時期に、複雑で多様化している大学入試の仕組みやスケジュールなど、“大学入試の

基本”について必要な知識を再確認しておきましょう。 

〈1〉 国公立大学入試 

(1)合格判定・・・大学入学共通テストと 2次試験で合格判定 

(2)大学入学共通テスト 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)２次試験・・・分離・分割方式で実施 

 ○最大 3回(前期＋中期＋後期)の受験が可能    ○第 1志望校は前期受験が鉄則 

 

 

                      

 

          2/25～ 3/1～10  ～3/15まで 

                             ○募集人数の 8割程度は前期で募集 

                              ○後期を廃止・縮小する大学が増加 

                              ○中期は一部の公立大学のみで実施 

 

1/2５～2/3     3/8～  3/12～   3/20～24  ～3/27 まで  ※入試日程は、２０２7 年度の場合 

(4)入試科目・配点・・・大学により異なる 

 ○共通テスト・・・文系は 6教科９科目(理科基礎科目を 2科目)、理系は６教科８科目が一般的 

 ○2次試験：前期日程の主なパターン・・・2～3教科の学科試験 

      後期日程の主なパターン・・・小論文、総合問題、面接など。2次試験を課さない大学もあり 

○ 配点比率の例 （202６年度入試の場合）  

 共通テスト 2次試験 

東京大(全類・前期) １１０ ４４０ 

埼玉大(教養・前期) ９25 ３００ 

千葉大(法政経・前期) ４７５ ９００ 

埼玉大(工－機械工・システムデザイン、電気電子物理工・前期) ８５０ ４００ 

千葉大(工－総合工(機械工、電気電子工・前期) ４７５ ９００ 

筑波大(社会－国際・前期) ９５０ １６００ 

一橋大(社会・前期) １８０ ８２０ 

東京科学大(前期)   ※旧東京工業大学の学部の場合 － ７５０ 

            ２０２６年３月１０日（火） 

 

Ｖｏｌ．３８ 第４号（通巻１３９０号）進路指導部 

○1月中旬の土日(来年度は２０２７年 1月 1６日(土)、１７日(日)に実施) 

○２０２６年１月 志願者数：４９６，２３７人  受験者数：４６４，０９０人 

○国公立大学志願者は原則受験が必要 

○解答はマークシート式 

○平均点が５割程度になるよう作成 

○英語は「リーディング」と「リスニング」がそれぞれ 100点満点 

 ただし、各大学が成績利用の際に配点比率を変更することは可能 

 

 

国

公

立

大

出

願 

前

期

日

程 

合

格

発

表 

入

学

手

続

き 

後

期

日

程 

中

期

日

程 

合

格

発

表 

入

学

手

続

き 

前期の入学手続を行うと後期・中期の合格対象から外れる 大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト 



〈2〉 私立大学入試（行きたいと思った大学のＨＰやパンフレットで確認） 

(1) 一般入試 大学独自の個別入試 

 ○大学ごとに方式名をつけている(前期・後期、A方式・B方式など) 

 ○受験生が受験しやすい工夫・配慮が盛りだくさん 

  ・入試日の複数化 

  ・各都市に試験会場設置 

  ・複数受験で受験料割引 

 ○複数の入試方式が設定されていることが多い・・・2教科型・3教科型・得意科目重視型 etc 

ポイント ・大学によっては、一つの学部学科の複数回受験が可能 

     ・負担の軽い方式により、多くの受験生が集まる傾向 

(2) 全学部入試 大学独自の個別入試の 1つ 

 ○学部を横断して統一日程で試験を実施 

 

 ○受験機会の拡大 

 ○1回の試験で複数の学部・学科を併願できる 

ポイント ・受験負担は軽減されるが、受験料は割引制度があっても増える。 

     ・自分の意にそぐわない学部に出願してしまう危険性 

(3) 大学入学共通テスト利用入試 

○共通テストのみの成績で合否が決まるのが主流 

○一般方式と組み合わせ合否判定を行う併用型も増加 

○出願締め切りが共通テスト前と共通テスト後がある（多くの大学では共通テスト前に締切） 

 

○経済的・体力的な負担が軽い 

ポイント ・得点の目安は、MARCHで 8５％～９０％(共通テストの平均点により変動) 

・受験料は一般方式と比べて割安 

     ・同程度の大学に複数出願してもあまり意味がない(合格してもいけるところは一つ) 

（4） 科目数の多いほうが、低倍率 

《2025年度明治大学政経学部の場合》     《英語外部試験利用方法》 

  

  

 

 

 

〈3〉「英語外部試験利用入試」について 

○ TEAP、GTEC、TOEIC、英検などが対象 

 

○ 各大学・学部で基準スコアあり、利用方法（点数加算・基準を満たせば英語試験免除など）も違う 

私立大学は大学によって

入試の方式は千差万別！ 



 

2026年度入試に向けて 

「共通テスト」は5年目を迎え、大学の受験模様も毎年変化しています。推薦型入試にも変化が見られま

す。国公立大学でも、学校推薦型選抜(指定校推薦・公募制推薦)、総合選抜型選抜(旧AO入試)の募集人員

は、毎年増加しています。大学入学共通テストを課す大学も多くハードルは高いですが、第一志望なら挑む

価値があります。大学がどのような生徒を欲しがっているのかなどの重要な情報が詰まっているのが、各大

学の募集要項です。Web上で調べることができるので目を通してみましょう。 

裏面に『2年1月進研記述模試各大学に合格するために正解したい問題(1)』 


